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目　的

我が国における戦後のケシ栽培は 1960年の作付面積
200 ha（ヘクタール）, 耕作者数1,330人をピークとし 1），
1963年以後減少が甚だしく，1993年は各47 a（アール），
22人にすぎない 2）．このように栽培が激減したのはその
労働集約性と低収性が原因であろう．しかし，ケシから
採れるアヘンは必要不可欠な医薬品であり，その供給を
確保する必要がある．
暖地の秋播き栽培と異なり，寒冷地におけるケシ栽培

の最大の特長は春播き栽培にあり，生育過程や栽培技術
が異なる。そこで，北海道におけるアヘン多収穫技術の
確立を目的に1993年～1995年の3年間， 同一圃場に同
一肥料または土壌改良剤を連用し，その施用効果を検討

し，アヘン収量および収量構成要素に及ぼす影響につい
て検討した．

実験材料および方法

材料：各試験年とも北海道試験場産の種子を用いた．本
種子は，前年のアヘン採取株より一貫種（Papaver
somniferum L. cv. Ikkashu）の特性を備え，病害がなく，
アヘン分泌能が高い株を選定し，その株から採種したも
のである．
方法： 播種は1993年5月6日，1994年5月2日，1995年
4月30日に行い，毎年，種子500 g/10 aを条播した．栽
植距離は条間60 cm，株間20 cmとし，アヘン採取は宵
切朝掻き法により，1993年は 8月 2～ 5日に 2回，1994
年は 7月 21～ 28日に 3回，1995年は 7月 20～ 26日に 3
回行った．施肥はTable 1に示す通りで，各肥料とも全
量基肥で全層に施用し，試験圃は毎年8月に株を抜き取
り，跡地は翌年の試験まで休耕した．試験計画は乱塊法，
1区（プロット）30 m2，1処理区は 5反復とし，毎年，
各プロットとも同一肥料を同量施用するよう設計した．
アヘンアルカロイドの分析は既報の方法によった 3）．
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The effect of fertilizer on the yield and yield components of opium from Papaver somniferum L.cv.Ikkanshu
were investigated from 1993 to 1995. The weight of opium per one capsule was tendency to increase in the
order of peat moss>pulverized charcoal>compound fertilizer, but the differences among the results were not
significant. Furthermore, no difference in the capsule weight per 100 m2 and the yields of opium and alkaloids
per 100 m2 were detected. The significant difference was only observed when the data were compared among
the weights and yields of different years. 
The difference among the yield of opium was mainly due to the weight of opium per one capsule. The

weight of opium per one capsule showed a high correlation with capsule husk weight.
The alkaloids contents in opium obtained with a different fertilizer application showed no difference.

Morphine content at the first lancing was about 11%, and the value decreased with the order of lancing. On the
contrary, the codeine and the thebaine content did not change during lancing and the value were 6～7％ and 3
%, respectively. The papaverine and the noscapine content decreased in the order of lancing.
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い普遍的現象である．そのため，密植１回切傷法を採用
している国もある 4, 5）．第 2回目は年によって相違がみ
られ，1994年と1995年は90％と高かったが，1993年は
70～80％に低下した．第3回は1995年が70％以上と著
しく高く，1994年が40～47％と平年並，1993年は著し
く低いのでアヘン採取を中止したが，いずれも区間差は
みられなかった．3要素の相乗積であるアヘン収量は
1995年が最も高く，1993年がこれに次ぎ，1994年は最
低を示したが，各年とも区間差はみられなかった．一方，
100 m2当たりの 果重，果殻重，種子重についても各年
とも区間差は認められなかった（Table 3）．
北海道では100 m2当たりの目標収量を300 gにおいて

いるが，現実には平年の収量は100 g前後である．有機
質資材あるいは土壌改良材の連用試験も，土壌環境の保
全と共に，目標収量達成の一環として行ったが，必ずし
も効果は高くなかった．

1995年に採取したアヘン中のアルカロイド含量と100
m2当たりアルカロイド収量についてモルヒネ，コデイ
ン，テバイン，パパベリン，ノスカピンの5成分を調べ
た結果をTable 4に示した．モルヒネ含量はA, B, Cの施

朔

結果および考察

1993～ 1995年の 3年間にわたり行われ，（A）ピート
モス（有機質資材）＋化成肥料，（B）粉末炭素（土壌改
良材）＋化成肥料および（C）化成肥料の連用が，アヘ
ンの収量および収量構成要素に及ぼす影響について検討
した．
アヘンの収量構成要素は果数・有効果歩合・1果当た

りアヘン重量より計算される．1993～ 1995年の結果に
ついてはTable 2に示した．果数については，1993年は
条間60 cm，株間20 cmの栽植密度における所定数（833
果/100 m2）が得られたが，1994～1995年は欠株が認め
られたため，所定数の 95％，1995年は 90％であった．
しかし，各年とも区間差はみられなかったので，処理効
果の比較には支障ないものと思われた．1果当たりアヘ
ン重量は3年間ともA＞B＞C区の順で，有機質肥料施
用区で大きかったが，有意差は認められなかった．

3年間の中では 1995年のアヘン収量が最も多く，277
mg/株は適地のそれに匹敵する量である．第1回切傷時
の有効果歩合は各年，各処理とも100％に近かった．こ
れは凶作年でも，強い生育阻害処理を施しても変わらな

Table 2．Yield and yield components of opium

Each value represents the mean of 5 plots ± standard deviation (except weight of opium per plant). 
＊1　Percentage of number of capsules exuding opium.
＊2　Order of lancing.
＊3　Values represent the mean of 50 plants ± standard deviation.
＊4　F-value in the analysis of variance.
＊5　No significant difference at the 5 % level.

Table 1．Experimental design of fertilization application

＊1　Organic material made from sphagnum in high moor soil.
＊2　Soil conditioning material made from wood of Japanese larch.
＊3　Percentage of mineral nutrition (N:P2O5:K2O)=14:4:14.
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肥とも第1回目が11.0～11.5％，2回目6.9～7.5％，3回
目4.5～5.6％前後の値を示し，肥料の違いによる影響は
なかった．一方，コデイン含量は1回目6％弱，2，3回
目6～7％の値を得た．寒冷地のアヘンは通常，モルヒ
ネ含量が低く，コデイン含量が高い傾向を持つが 6, 7），
第2回目からモルヒネとコデインの含量が逆転するのは
珍しい 8）．また，テバインは常に3％前後と安定した値
を示し，パパベリン・ノスカピンはモルヒネ同様，切傷
回数が進むにつれて減少した．モルヒネ以外の成分も有

機質資材・土壌改良材の施用効果はみられなかった．
ケシ栽培では収量の年次間変動の大きいことが課題の

ひとつになっている．1993～ 1995年の 100 m2当たり
の 果重，果殻重，種子重，アヘン収量について年次間
と施用区間の分散分析を行った結果を Table5 －1に，
1995年の第 1回切傷のモルヒネ，コデイン，テバイン，
パパベリン，ノスカピンの含量および 100 m2当たりの
モルヒネ収量，コデイン収量について分散分析を行った
結果をTable5－2に示した．本試験においては，アヘン
収量ばかりでなく100 m2当たりの 果重，各アルカロイ
ド含量およびモルヒネ，コデイン収量も各施用区間に有
意差が認められなかった．一方，アヘン収量， 果重，
果殻重および種子重に年次間で有意差が認められた．
アヘン収量構成要素の中，果数は人為的に決定する要

素であり，発芽が悪くない限り，毎年安定している．有
効果歩合は，切傷第1回目は100％であることが多く，2
回目以後は年による変動が大きい．一方，1果当たりの
アヘン重量はTable 2に示したとおり年次間変動が大き
く，アヘン収量の年次間変動の主要因になっていると思
われる．形態的にアヘン重量と関係が深いのは 果の大
きさといわれる．そこで，年毎に，150個体について個
体当たりのアヘン重と 果重，果殻重，種子重， 果長
（1993年のみ）， 果径（同）との相関を調べた結果を朔

朔朔

朔

朔

朔

朔
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Table 4．Contents (C) and Yield (Y) of opium alkaloids in 1995

Each value represents the mean of 5 plots ± standard deviation.

Table 5-1．Variance and F-value of opium yield and dry weight of capsule, capsule husk and seeds

＊1　Capsule without seeds.
＊＊　Significant difference at the 1 % level.

Table 3．Dry weight per 100 m2 of capsule, capsule husk and seeds

＊1　Capsule without seeds.
＊2　F-value in the analysis of variance.
＊3　No significant difference at the 5 % level.
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Table 6に示した．アヘン重は 果重，果殻重， 果長，
果径と正の有意な相関が認められ，その中で果殻重

との相関が高かった．すなわち，アヘン重量を高めるに
は果殻重を大きくする必要があることが示唆された．伝
統的な腋芽掻きとは 果を大きく果肉を厚く育てて果殻
重を大きくする技術であり，それと生育期間中の環境条
件とがあいまってアヘン重量が決定されるものと推察さ
れた 9）．

結　論

1．有機質資材あるいは土壌改良剤の施用はアヘン収量
に有意な影響を与えなかった．一方，1果当たりのアヘ
ン重量は3年間ともPeat moss（A）＞Pulverized charcoal
（B）＞Compound  fertilizer（C）を施用した順に大きく，
有機質肥料施用区で大きかったが，有意差は認められな
かった．
2．アヘン中アルカロイド含量については，モルヒネ含
量が切傷第1回目11％，2回目7％，3回目5％と切傷回
数とともに漸減した．コデイン含量は6～7％，テバイ
ン含量は常に3％前後と安定した含量を示し，パパベリ
ン・ノスカピン含量はモルヒネと同様，切傷回数が進む
につれて減少した．
3．100 m2当たりアヘン収量， 果重およびモルヒネ・朔

朔

朔

朔朔 コデイン収量とも肥料の種類間に差はなく，年次間で有
意差が認められた．
4．アヘン収量の年次間変動は主として 1果当たりアヘ
ン重量に起因し，アヘン重量は果殻重と相関が高いこと
が明らかとなった．
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Table 5-2．Variance and F-value of contents of opium alkaloids and yields of morphine and codeine in 1995

Table 6．Correlation coefficients among weight of opium, capsule, capsule husk and seeds and size of capsule

Number of plant: 150. 
＊, ＊＊　Significant difference at the 5 % and the 1 % level, respectively.


